
ひのっこだより
町内の幼稚園や保育所・こども園、小・
中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

◆問い合わせ先　子ども支援課　☎ 0748-52-6583　教育委員会　学校教育課　☎ 0748-52-6564

夢と志をもち、共に育ち共に生きる、活力ある人づくり
日野の教育の重点　まち全体で地域の将来を担う子どもたちを育成する

～ふるさと日野を愛し、ふるさと日野に誇りをもつ人づくり～

子ども支援課

学校教育課

　幼児期は、知識を教えられて身に付けて
いく時期ではなく、遊びを中心とした体験
を通して学んでいく時期です。頭も心も体
も動かして、主体的にさまざまな人・こと・
ものと関わりながら、総合的に学びます。
遊びを通して思考を巡らし、想像力を発揮
し、また、友達と共有したり協力したりし
て、生きる力の基礎を身に付けています。

　「幼小連携・接続」に関する取り組み
をしています。就学前教育と小学校教
育との「なめらかな接続」を図るための
研究です。接続に配慮したカリキュラ
ムの編成や子どもたちの「学びに向か
う力」の育成につながる指導内容の工
夫改善について研究を行い、幼児教育
保育の質的向上と小学校における授業
改善を推進しています。

　町内小中学校の全教員が
参集し、校種間の連携を深め
ています。課題や情報を共有
することで、児童生徒の理解
を深め、教員の学習指導、生徒
指導、学級経営の技量向上を
図るための取り組みです。

　人格形成のベースは、０、１、２歳児から
はぐくまれることから、乳児保育が重要視さ
れています。まずは子どもからの発信を丁寧
に受け止め、一人ひとりの理解に努めながら、
発達に応じた保育を行います。

授業力向上パートナー事業
　教職経験2年次と3年次の教員を対象に授業力向上を
図るための事業です。町教委の指導員が各教室に出向い
て指導助言を行ったり、授業参観をして研究協議を実施
したりしています。若手教
員の資質能力向上を図る
ことで「わかる」「できる」
「楽しい」を実感できる授
業を提供し、日野町内の児
童生徒の学力向上に努め
ていきます。

日野の教育目標

学校の先生に見守られ、思いを伝える等の交
流の機会が小学校入学への段差を軽減します。

友達と作った遊びの場で、試し、考え合い
ながら楽しんでいます。

友達の思いに寄り添った優しい
かかわりは、身近な大人が大切
なモデルになっています。

一人ひとりの
人格形成の基礎
を培

つちか

う乳児保育

幼児期の遊びには
豊かな学びがある　

小学校へのなめらかな接続

保幼と小との連携・接続

小・中学校連携プロジェクト

子ども一人ひとりの個性を大切にし
生きる力を育む学校教育の推進に努めています
・「主体的・対話的で深い学び」への授業改善
・地域で共に生きていく共生社会の形成
・ICT教育環境を活用した授業改善
・校種間連携の重視

5歳児と5年生との交流

縦のつながりづくり
課題や情報の共有化

痛かったね。大丈夫？

お兄さんみたいに高い
一本橋渡れて嬉しかった

転がしてみる
し、見といて
な。
ここからスタ
ートしたら、
どこにゴール
するかな？

きたきた。
思ってたとこ、
通ってきた！
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４
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３月は自殺対策強化月間です
　自殺は、追い込まれた末の死であると言われています。その背景には、精神的な
問題だけでなく、生活困窮、過労、人間関係、育児や介護疲れ、いじめや孤独など
さまざまな要因があります。私たち一人ひとりが身近な人の体調を気遣い、話を聞
くなどして、心理的に孤立させないことがとても大切です。

ゲートキーパーになりましょう
　ゲートキーパーとは、自殺の危険を示すサインに気づいて話を聞き、必要な
支援先につなげ、見守ることで孤立を防ぐ役割ができる人のことで「いのちの
門番」とも位置付けられます。
　自殺を考えている人は何らかのサインを発しています。生活や言動に気にな
る変化が現れたら、それは“こころのＳＯＳ”です。１人でも多くの方にゲー
トキーパーとしての意識を持っていただき、専門性の有無にかかわらず、それ
ぞれの立場でできることから始めましょう。

・気 づ く ･･･ 周囲に普段と様子の違う人はいませんか
・傾聴する ･･･ 結論を急がずに、本人の気持ちを尊重し、耳を傾けましょう
・つ な ぐ ･･･  「死にたい」という気持ちを打ち消し、少しでもこころを健康状態に近づける

ために相談機関につなぎましょう
・見 守 る ･･･ 寄り添いながら、じっくり見守る

こころやからだの不調の相談窓口 （アルコール・薬物の相談を含む）
相談窓口 電話番号 受付日時など

滋賀県東近江保健所 ☎0748-22-1300 月～金　8：30～17：15
（祝日、年末年始を除く）日野町役場福祉保健課 ☎0748-52-6574

滋賀県立精神保健福祉センター ☎077-567-5010

月～金　9：00～16：00
（祝日、年末年始を除く）
※面接は要予約
依存症関連、こころのケア関連（PTSD含む）、
ご遺族の相談、その他

※電話や面接（要予約）による相談を行っています。事前にお電話をください。
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◆問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574

日野町
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ひのっこだより
町内の幼稚園や保育所・こども園、小・
中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

◆問い合わせ先　子ども支援課　☎ 0748-52-6583　教育委員会　学校教育課　☎ 0748-52-6564

夢と志をもち、共に育ち共に生きる、活力ある人づくり
日野の教育の重点　まち全体で地域の将来を担う子どもたちを育成する

～ふるさと日野を愛し、ふるさと日野に誇りをもつ人づくり～

子ども支援課

学校教育課

　幼児期は、知識を教えられて身に付けて
いく時期ではなく、遊びを中心とした体験
を通して学んでいく時期です。頭も心も体
も動かして、主体的にさまざまな人・こと・
ものと関わりながら、総合的に学びます。
遊びを通して思考を巡らし、想像力を発揮
し、また、友達と共有したり協力したりし
て、生きる力の基礎を身に付けています。

　「幼小連携・接続」に関する取り組み
をしています。就学前教育と小学校教
育との「なめらかな接続」を図るための
研究です。接続に配慮したカリキュラ
ムの編成や子どもたちの「学びに向か
う力」の育成につながる指導内容の工
夫改善について研究を行い、幼児教育
保育の質的向上と小学校における授業
改善を推進しています。

　町内小中学校の全教員が
参集し、校種間の連携を深め
ています。課題や情報を共有
することで、児童生徒の理解
を深め、教員の学習指導、生徒
指導、学級経営の技量向上を
図るための取り組みです。

　人格形成のベースは、０、１、２歳児から
はぐくまれることから、乳児保育が重要視さ
れています。まずは子どもからの発信を丁寧
に受け止め、一人ひとりの理解に努めながら、
発達に応じた保育を行います。

授業力向上パートナー事業
　教職経験2年次と3年次の教員を対象に授業力向上を
図るための事業です。町教委の指導員が各教室に出向い
て指導助言を行ったり、授業参観をして研究協議を実施
したりしています。若手教
員の資質能力向上を図る
ことで「わかる」「できる」
「楽しい」を実感できる授
業を提供し、日野町内の児
童生徒の学力向上に努め
ていきます。

日野の教育目標

学校の先生に見守られ、思いを伝える等の交
流の機会が小学校入学への段差を軽減します。

友達と作った遊びの場で、試し、考え合い
ながら楽しんでいます。

友達の思いに寄り添った優しい
かかわりは、身近な大人が大切
なモデルになっています。
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幼児期の遊びには
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小学校へのなめらかな接続

保幼と小との連携・接続

小・中学校連携プロジェクト

子ども一人ひとりの個性を大切にし
生きる力を育む学校教育の推進に努めています
・「主体的・対話的で深い学び」への授業改善
・地域で共に生きていく共生社会の形成
・ICT教育環境を活用した授業改善
・校種間連携の重視

5歳児と5年生との交流

縦のつながりづくり
課題や情報の共有化
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３月は自殺対策強化月間です
　自殺は、追い込まれた末の死であると言われています。その背景には、精神的な
問題だけでなく、生活困窮、過労、人間関係、育児や介護疲れ、いじめや孤独など
さまざまな要因があります。私たち一人ひとりが身近な人の体調を気遣い、話を聞
くなどして、心理的に孤立させないことがとても大切です。

ゲートキーパーになりましょう
　ゲートキーパーとは、自殺の危険を示すサインに気づいて話を聞き、必要な
支援先につなげ、見守ることで孤立を防ぐ役割ができる人のことで「いのちの
門番」とも位置付けられます。
　自殺を考えている人は何らかのサインを発しています。生活や言動に気にな
る変化が現れたら、それは“こころのＳＯＳ”です。１人でも多くの方にゲー
トキーパーとしての意識を持っていただき、専門性の有無にかかわらず、それ
ぞれの立場でできることから始めましょう。

・気 づ く ･･･ 周囲に普段と様子の違う人はいませんか
・傾聴する ･･･ 結論を急がずに、本人の気持ちを尊重し、耳を傾けましょう
・つ な ぐ ･･･  「死にたい」という気持ちを打ち消し、少しでもこころを健康状態に近づける

ために相談機関につなぎましょう
・見 守 る ･･･ 寄り添いながら、じっくり見守る

こころやからだの不調の相談窓口 （アルコール・薬物の相談を含む）
相談窓口 電話番号 受付日時など

滋賀県東近江保健所 ☎0748-22-1300 月～金　8：30～17：15
（祝日、年末年始を除く）日野町役場福祉保健課 ☎0748-52-6574

滋賀県立精神保健福祉センター ☎077-567-5010

月～金　9：00～16：00
（祝日、年末年始を除く）
※面接は要予約
依存症関連、こころのケア関連（PTSD含む）、
ご遺族の相談、その他

※電話や面接（要予約）による相談を行っています。事前にお電話をください。
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◆問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574
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